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九
転
十
起
〜
広
岡
浅
子
の
生
き
方

市長コラム・日々初心

市長 ● 穂積 志(もとむ)

学
校
や
自
治
体
、
多
く
の
企
業
で

は
、
４
月
か
ら
新
し
い
１
年
が
始
ま

り
、
入･

進
学
や
卒
業･

就
職･

退
職･

人

事
異
動
な
ど
、
心
機
一
転
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
か
た
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
も
そ
う

で
す
。
９
月
に
始
ま
っ
た｢

あ
さ
が
来

た｣
も
最
終
回
を
迎
え
る
頃
で
す
が
、

こ
の
半
年
間
、
随
分
と
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
い
た
番
組
で
す
。

｢

七
転
八
起｣
は
よ
く
知
ら
れ
た
言
葉

で
す
が
、
番
組
の
な
か
で
登
場
す
る

｢

九
転
十
起｣

に
は
、
ま
さ
に
〝
び
っ
く

り
ポ
ン
〞
で
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け

に
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
広
岡
浅

子
と
い
う
人
物
に
興
味
を
持
ち
、
関
連

す
る
本
を
求
め
読
ん
で
み
ま
し
た
。
想

像
ど
お
り
、
い
や
そ
れ
以
上
の
苦
難
の

中
を
生
き
抜
い
て
き
た
半
生
が
語
ら
れ

て
い
ま
す
。
女
性
の
生
き
方
に
つ
い

て
、
学
問
は
お
ろ
か｢

幼
に
し
て
は
父

母
に
従
い
、
嫁か

し
て
は
夫
に
従
い
、
老

い
て
は
子
に
従
う｣

と
い
う
時
代
で
し

た
。
そ
の
時
代
と
彼
女
の
生
き
方
を
考

え
併
せ
る
と
、
そ
の
輝
き
の
鮮
烈
さ
が

迫
っ
て
き
ま
す
。

七
転
八
起
よ
り
も
２
度
ず
つ
多
い

｢

九
転
十
起｣

は
彼
女
の
座
右
の
銘
。
ペ

ン
ネ
ー
ム
も
そ
の
ま
ま｢

九
転

き
ゅ
う
て
ん

十
起

じ
ゅ
っ
き

生せ
い｣

と
し
た
ほ
ど
気
に
入
っ
て
い
た
言
葉
で

あ
り
、
彼
女
を
表
現
す
る
の
に
こ
れ
以

上
の
言
葉
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

余
談
な
が
ら
、
七
転
八
起
と
い
う
と

思
い
出
す
こ
け
し
が
わ
が
家
に
あ
り
ま

す
。〝
木
地
山
こ
け
し
〞
で
知
ら
れ
た
、

秋
田
県
湯
沢
市
の
現
代
の
名
工･

小
椋

久
太
郎
さ
ん
の
86
歳
の
時
の
作
品
で
、

胴
体
に
だ
る
ま
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
か
つ
て
私
が
、
選
挙
で
落
選
し

た
直
後
に
支
持
者
の
か
た
か
ら
い
た
だ

い
た
も
の
で
、
裏
に｢

た
つ
は
だ
る
ま

か
な
　
七
転
び
し
八
起
き
す｣

と
あ
り

ま
し
た
。
挫
折
感
の
中
、
強
く
勇
気
づ

け
ら
れ
た
こ
と
が
今
も
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。
　

さ
て
話
は
戻
り
ま
す
が
、
秋
田
に
も

女
性
の
代
表
と
し
て
誇
れ
る
先
人
が
い

ま
し
た
。
楢
山
金
照
寺
山
に
あ
る｢

和
崎

ハ
ル｣

の
石
碑
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
に
は
、
市
川
房
枝
参
議
院
議
員
の

書
で｢

秋
田
女
性
の
母｣

と
あ
り
ま
す
。

女
優･

浅
利
香
津
代
さ
ん
の
朗
読｢

和
崎

ハ
ル
物
語｣

な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
わ
が
国
で
女
性
が
初
め
て
参
政

権
を
得
た
昭
和
21
年
の
第
22
回
衆
議
院

選
挙
で
誕
生
し
た
初
の
女
性
代
議
士
の

一
人
で
す
。
そ
し
て
平
成
28
年
は
そ
れ

か
ら
ち
ょ
う
ど
70
年
に
あ
た
り
ま
す
。

折
し
も
今
年
、
10
月
28
日
か
ら
30
日

ま
で
の
３
日
間
、
秋
田
市
を
会
場
に

｢

日
本
女
性
会
議
２
０
１
６
秋
田｣

が
開

催
さ
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、｢

み
つ
め

て
み
と
め
て
あ
な
た
と
私
〜
多
様
性

(

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ)

と
は
〜｣

。

昨
今
は
、｢

１
億
総
活
躍
社
会｣｢

女
性

が
輝
く
社
会｣

と
い
っ
た
言
葉
も
よ
く

耳
に
し
ま
す
。
全
国
か
ら
２
千
人
も
の

か
た
が
集
ま
り
、｢

如い

何か

に
自
分
ら
し
く

生
き
る
か｣

、
記
念
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
で
、
熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の

市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自宅にあるこ
けしと胴体裏
のメッセージ

２

楢
山
金
照
寺
山
に
あ
る
和
崎
ハ
ル

の
石
碑
。
名
前
の
横
に
は
〝
秋
田

女
性
の
母
〞の
文
字
も



①
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
を
新
設

観
光･

文
化･

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す

る
施
策
を
一
つ
に
し
、
交
流
人
口
の
拡
大

と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

【
部
内
の
構
成
と
お
も
な
取
扱
事
務
】

＊( )

内
は
、
新
庁
舎
開
庁
ま
で
の
所
在
で
す
。

・
観
光
振
興
課(

分
館
１
階)

▼

観
光
振
興
、

中
心
市
街
地
お
よ
び
秋
田
港
の
に
ぎ
わ

い
創
出

・
文
化
振
興
課(

山
王
21
ビ
ル
４
階)

▼

文
化

振
興
、
文
化
財
保
護

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課(

山
王
21
ビ
ル
４
階)

▼

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
事
業

②
産
業
振
興
部
を
新
設

商
工
業
と
農
林
水
産
業
に
関
す
る
施
策

を
一
つ
に
し
、
地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用

の
創
出
を
図
り
ま
す
。

【
部
内
の
構
成
と
お
も
な
取
扱
事
務
】

＊( )

内
は
、
新
庁
舎
開
庁
ま
で
の
所
在
で
す
。
八

橋
別
館
は
、
旧
農
林
部
の
建
物
で
す
。

・
産
業
企
画
課(

八
橋
別
館)

▼

農
商
工
連

携
、
６
次
産
業
化
、
都
市
農
村
交
流

・
商
工
貿
易
振
興
課(

分
館
１
階)

▼

商
工
業

振
興
、
融
資
相
談
、
創
業
支
援
、
貿
易
振

興
、
港
湾
整
備

・
企
業
立
地
雇
用
課(

分
館
１
階)

▼

企
業
誘

致
、
勤
労
者
福
祉
、
雇
用
促
進

・
農
業
農
村
振
興
課(

八
橋
別
館)

▼

農
業
振

興
、
土
地
改
良
事
業
施
行
認
可
、
農
林
漁

業
融
資

・
農
地
森
林
整
備
課(

八
橋
別
館)

▼

ほ
場･

土
地
改
良
施
設
整
備
、
民
有
林･

市
有
林

③
新
庁
舎
に｢

中
央
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー｣

を
開
設(

５
月
６
日
付)

④
東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
都
市
セ
ン
タ

ー
会
館
11
階(

秋
田
市
東
京
事
務
所
内)

に｢

移
住
相
談
セ
ン
タ
ー｣

を
開
設

⑤｢

男
女
共
生･

女
性
会
議
推
進
室｣｢

ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室｣

を
設
置

今
年
10
月
の｢

日
本
女
性
会
議
２
０
１
６

秋
田｣
と
来
年
９
月
の｢

第
30
回
全
国
健
康
福

祉
祭
あ
き
た
大
会(

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク)｣

の

開
催
に
向
け
て
、
各
室
を
設
置
し
ま
す
。

新
庁
舎
開
庁
ま
で
、
男
女
共
生･

女
性
会

議
推
進
室
は
分
館
内
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

推
進
室
は
山
王
別
館
２
階
で
す
。

新年度から、秋田市
の組織機構が次のとお
り変わります。
総務課☎(866)2007

機
構
改
正

開
館
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
、
土･

日
、
祝
日
も
開
館
し
ま
す
。
各
種

サ
ー
ク
ル
や
町
内
会
活
動
な
ど
、
地
域
の
絆

づ
く
り
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生
活
総
務
課
☎(

８
６
６)

２
０
３
６

太
平
と
下
北
手
の

各
地
域
セ
ン
タ
ー
が
、
４
月
か
ら
新
た
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
ま
す

広報あきた　平成28年４月１日号３

４月から、市内各地域にある

サービスセンター(SC)で、下記

の①～⑩の申請なども受け付け

ます(平日のみ)。詳しくは各サービスセンターまたは

生活総務課(☎(866)2037)へお問い合わせください。

市民SCなどで、新たに次の業務も受け付けます

＊中央市民SCは、新庁舎開庁後の５月６日(金)以降。


